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●モンテッソーリ教育ってなぁに？？？ 

 

モンテッソーリ教育が誕生して今年で１０２年目（２００９

年現在）になります。これだけ古くから存在し、今もなお世界

の１３０カ国以上で幼児教育の最前線にあるモンテッソーリ

教育。いったいどのような教育なのか？「名前だけは知ってい

るけど…」「なんだか《教具》っていうのを使うのは知ってい

るけど…」「教具や、〇〇教育ってつくし、お勉強を教えるの

でしょうか？」…このような声が見学にいらっしゃる方々から

よく聞こえてきます。そこで、今回「モンテッソーリ教育って

なぁに？？？」という疑問にお答えできるようにこのページを

作りました。 

 

簡単に言うと、モンテッソーリ教育は子どもの姿をしっかり

ととらえ、その子どもの自発性を尊重し、子ども一人ひとり

が豊かに自立・成長していくための手助け（子どもの自己

発展の助成）をする教育方法です。 

 

その為に、子どもの自由を保障し、環境による教育を行っています。自由といっても、

野放し・放任的な無制限の自由ではなく、大人の社会と同じような最低限のルールの下に

ある「自由」になります。その自由を保障し、子どもの知的好奇心が自発的に現われるよ

うな環境を教師（大人）が整え、関わることで、より子どもの知的好奇心が揺さぶられ、

物事に集中して取り組み、満足感・充実感を得て正常な発達をしていきます。 

 

けして興味のないことを頭上から教え込む「勉強」ではなく、

いまその子がある敏感期にそって様々な教具や用具を使って

お仕事をし、その子自身が豊かになっていくように援助してい

くのが「モンテッソーリ教育」です。また、モンテッソーリ教

育では、教師は一方的に頭上からの教えをするのではなく、子

どもをよく観察し、自発的な活動を援助する役割を担っていま

す。 

 

後に出てきますが「言語教育」「算数教育」「文化教育」とい

う分野があるため、よく「お勉強をさせる幼稚園（教育方法）



なのですか？」というご質問を受けます。 

 これは先ほども述べたように頭上からの教えではないので、答えは「Ｎｏ」。あくまでも

「日常生活の練習」「感覚教育」を通して子どもが「やりたい！」と思っていることを心行

くまで体験し、知性の芽生えを助成していくのです。そして、後に「言語教育」「算数教育」

「文化教育」という「知的教育分野」へとつながっていくのです。 

 

もともとマリア・モンテッソーリという人はお医者さんでした。ですので、子どもを見

る目に「化学」が導入されました。これが「モンテッソーリ教育は子どもを科学するメソ

ッドだ」と言われている所以です。 

   マリア・モンテッソーリは医師としての生活の中で障害児

と出会います。そこで子どもは「感覚に訴えて動きを伴った

活動」を通して発達を遂げることを認識しました。このこと

を１９０７年イタリア・ローマの貧民街に住み、荒れ狂った

恵まれない子どもたちを対象とし、健常児へと適用していっ

たのです。 

  モンテッソーリがまずしたことは子どもをよく「観察」する  

ということでした。子どもが先生であり、子どもから学ぶ姿勢  

を忘れずに、いつでも子どもを主体とした考え方を持って自分 

の教育法を確立していったのです。このことがモンテッソーリ 

教育の環境の構成の仕方や提示に反映されていくようになり  

ます。 

 

 そして、モンテッソーリが子どもを観察していく中で分かったことがあります。それが

子どもには「自己教育力（自己開発力・自己成長発達力）」を原動力とした「自己教育」

の可能性があるということでした。これがモンテッソーリ教育を一言で表すと先に述べた

ように「子どもの自己発展の助成」をする教育であるという所以です。 

 

 

●モンテッソーリ教育でどんな子が育つの？？？ 

 

子どもって、何にも出来ないのにすぐにやりたがって面倒だったり、やらせても雑で、

あきっぽくて、うるさくて、話も通じないし…こんなふうに思っていたことありませんか？

もしくは今でも思っている方、いませんか？ 



子どもは大人が思っているほど何も出来ないのではなく、

やり方を知らないだけなのです。 

 

子どもって、大人が思っているほどうるさくなく、自分

の体や心の動かし方をまだ知らないだけなのです。 

 

子どもは、話が通じないのではなく、言葉という抽象的

なもので説明されてもなかなか理解することは難しいだけ

なのです。子どもがちゃんと理解していける伝え方がある

のです。 

 

 モンテッソーリ教育の現場にいる子どもたちは「心豊か

で優しく、落ち着きがあり、自分の体や心を意志通りに

操ることができ、何事にも自ら挑戦する意欲を持ち、世の中のことに興味津々で常に好

奇心あふれる子ども。」こんな姿に育ちます。 

 

こんな子どもがいたら理想的！という姿ばかりを並べているだけのような気がしません

か？けれどもこれは理想ではなく、モンテッソーリ教育を受けている子どもは実際にこう

いう姿に成長していくのです。 

 

とは言ってもそれぞれの子によって個性があり、性格もあり、元気に活発に動くことが

大好きな子もいれば、端から見るとおとなしく、はなから落ち着き払っている子もいます。 

 

そんな様々な子がいて当然。それぞれの子が自分の成長にあった誯題を自分でみつけ 

① 自由に選び（自己選択）  

② その活動に深く集中し（集中現象）  

③ 納得いくまで繰り返し行い  

④ 達成感・満足感を持って終わる（正常化）  

 

このサイクルを繰り返すことによって、その子その子にあ

った正常な発達がなされていくのです。１００人いれば１０

０人の成長が違って当然。けれどもそこに共通して言えるの

が、皆「正常に発達していく」ということです。強制されて

取りかかったことや、無理やり始めさせられたことは、子ど

もの人格の深いところまで届かず、自主性を育む力とはなり

ません。 



なぜ、モンテッソーリ教育を受けた子どもは先に述べたような心豊かで落ち着きがあり、

自分の体や心を意志通りに操ることが出来るようになるのでしょうか？なぜ、何事にも挑

戦する意欲をもって、様々なことに常に興味を持って生きて行けるのでしょうか？ 

 

それは「子どもの自発性を尊重し、子どもの自己発展の助成をしていく」教育だからで

す。 

 

子どもには、産まれてからすぐに自然が誯した宿題があり

ます。それは「発達を遂げる」ということ。子どもは命を授

かった瞬間から自立・発達を遂げようとしているのです。 

 

自立・発達は自分の力で様々なことが出来るようになる・

わかるようになるということ。そして、子どもが自分の力で

自立・発達を遂げていくことが出来るための「自己教育力」

「自己開発力」「自己成長発達力」という力が、子どもの中

には必ず内在しているのです。 

 

繰り返しになりますが、子どもは自立・発達を遂げるために生まれてくるのです。自分

の力でできるようになる・わかるようになるために、子どもの中には「自己教育力」が備

わっているのです。生まれてすぐからお母さんのお乳を求め、吸いつき、飲む…寝返りを

打つ…座る…立つ…歩く…これらはすべて子どもに自己教育力が内在している証拠です。 

 

 これらの時に周りの大人はそっと手を差し伸べるでしょう。まだうまく座れない子ども

に対して無理やり座らそうとするのではなく、無理やり歩かせようとするのではなく、う

まく歩けなくてしりもちをつきそうになった時に、そっと手を差し伸べ、支えてあげるこ

とでしょう。このことは今後すべてに通じていきます。やりたいことがやりたいと思って

いるときに、できるようになるための援助をする。これがモンテッソーリ教育の原点です。 

 

 子どもが何かに対しやりたいと思う時期・できるようになる時期を敏感期と呼びます。

幼児期には様々な事柄に対して敏感期が現れます。 

  

 子どものこんな姿を見たことはありませんか？ 

 

毎日囲む食卓で、いつもと違う席にお父さんが座ったら怒りだす…決まった順番にミニ

カーを並べている…片付けたはずなのにいつの間にかもとの場所に戻っている…これは秩

序への敏感期です。 



葉がこすれる音や、何かの音がするたびに「何の音？」と聞いてきたり、壁を触りなが

ら歩いている…これは感覚の敏感期。 

 

ティッシュの箱から何枚も何枚もティッシュをひっぱりだしちゃう…穴を見つけるとそ

の中に何かを入れる…駐車場などの白線の上をなぞるように歩いている姿…これは運動の

敏感期です。 

 

その他にも文化の敏感期・礼儀作法へ

の敏感期…様々な事柄への敏感期が存

在します。子の敏感期こそが子どもが自

ら育とうとする「自己発展」の現れなの

です。 

 

これらの敏感期に見合った環境を用

意すれば、子どもは自発的にその環境と

かかわろうとし、自己教育力を使って発

達していきます。 

 

さて、ここで大切になるのが、この環境に子どもがどう関わっていくかです。モンテッ

ソーリは子どもの自由を保障し自発性を尊重しています。けれどもこの自由は決して無制

限の自由ではないことを先にも述べました。自分が発達するための環境とどうかかわって

いったらよいのか、この教具にどのように関わると彼らの持つ敏感期に対応できるのか、

最低限のルールが存在します。 

 

子どもは真似をしたがる生き物です。その特性を生かし、

言葉ではなく、大人が日常で複雑に絡まっている動作を分

析し、ゆっくりと提示してあげることで子どもはすべてを

学んで行きます。この時にできないからといって「そうじ

ゃないでしょ」「間違っているわよ」「やっぱりできない

んだから…」そういった思いや言葉かけをしてしまうと子

どもは委縮してしまいます。できるようになりたい思いを

大切にし、どうしたらその子がうまくできるようになるの

かをじっくりと見極め、再度挑戦できる気持ちや環境を作

ってあげることが大切です。そうすればおのずと子どもは

のびのびと自らの力を使って自立していけるのです。 

 



子どもが自分の発達（生まれながらに誯せられている宿題）の段階とぴったり合った活

動と出会えた時、子どもはその活動に対し一生懸命に、集中して取り組みます。そして自

分で選び、活動に集中することを繰り返すことで正常化がなされていくのです。正常化す

るということは身体的発達・知的発達・感情的発達・社会的発達などあらゆる要素の発達

を含んでいます。すなわち「全人格的成長」を成し遂げるということになります。 

  

 

そもそも、モンテッソーリ教育では「子ども」「環境」「教師」の三者の関わりがとても

重要視されています。子どもと教師の二者間だけだと、教師が子どもを管理する関係にな

ってしまい、子どもと環境の二者間だけだと放任になってしまいます。 

 

管理でも放任でもなく、子ども一人ひとりがどの敏感期（ある特定のことに興味を示し、

集中的に関わり、吸収しようとする時期を敏感期という）にあるのかを逃さずに、そこに

見合った環境を構成していく教師がいることで、自発的に環境に関わろうとし、自立・発

達をしていくための自己教育力を存分に使っていくことが出来るのです。 

 

※各分野にそった詳しい実践方法は後に記載しているのでぜひご覧になってください。 

 

自分が今発達を遂げるために何が必要なのか…そんなことを具体的に考えている子ども

がいるでしょうか？具体的に考えていなくても、そういった気持ちが子どもには必ず内在

しているのです。それは、「自分で靴を履きたい」とか「私もママみたいに包丁でお料理し

てみたい」とかお話が上手になってきた子が、いつも読んでくれている絵本の字を「自分

で読みたい」とか「書きたい」とか…こういった時期を逃さずに適切に教師と環境が関わ

っていくことで、よりいっそう子どもの自己発展を助成し、正常な発達を遂げていくこと

が出来るのです。 

 

自分の思いが満たされる活動を自分で選び、集中して繰

り返し行うことで子どもは満たされ、満足し、常に満足

しているので心は落ち着き優しく、次々と様々なことに

挑戦する意欲を持ちます。また、モンテッソーリの活動

を通して日常生活に必要な体の動きを身につけているの

で、自己統制力もあります。自立していて、自分の事が自分の

力でやり遂げられる自信があり、様々な教具や用具を通して学び方を身につけていくので、

こうやって学べばいい・こうやって身につければいいという術が身についていきます。で

すので、今後何があってもその力を使って一生涯学ぶ姿勢を持って、自分の力で先を切り

開いていける子が育つのです。 



ここまで読まれたみなさま、ご自分のお子様

にどのように育って欲しいとお考えですか？ 

 

子どもは小さくて何も出来ないから…食事

も着替えもなんでも手伝ってあげないと出来

ないから…自分の荷物を持たせるなんて、小さ

な子どもにかわいそう…そのように思ってら

っしゃる方にはもしかしたら向かない教育法

かも知れません。 

 

逆に、早期教育が望ましく、何でもかんでも教え込んでいけば子どもはなんでも覚えて

いくのだから、ひらがなや算数、英語のお勉強を出来るだけ早いうちから教えていきたい！

と思っている方にも向かないかもしれません。 

 

ましてや、幼稚園になったら送り迎えなんてしたくないし、毎日子どもにお弁当つくる

のなんて面倒くさい！！！子育てから早く楽になりたいんだもの！！！そう思ってらっし

ゃる方も多いのではと思います。そういう方にも向かないかもしれません。 

 

確かに今現在、毎日お弁当を作らなくても良ければ

楽かもしれません。家の前までバスで送ってきてくれ

ればそれも楽かもしれません。園に預けてしまえば、

そこに関わらなくてよければ楽かもしれません。教え

られることだけをただただ覚えていくしか脳がない

子に育っても良ければ、それでもいいかもしれません。

誮かが助けてくれなければどっちに進んでいいのか

もわからない子に育ってしまっても良ければ、指示が

ないと動けない子になってしまっても良ければ、それ

でいいかもしれません。 

 

でも、子育ては幼稚園の期間３年間で終わるものではありません。しかし、この 3 年間

でいかに興味・関心を膨らませ、やりたいことをやりたい時期に身につけていくかという

大切な時期です。とりもなおさず、その基礎を作るのが幼時期であり、この教育です。 

 

小学校に上がったとき、もっと大きくなった時、自分の力で自発的にやるべきことをこ

なし、自分の力で考えることが出来、さらに大きくなって何か壁にぶつかった時に、どう

乗り越えられるか？ 



乗り越えられる方法があることを身につけていたら、親としてこれほど嬉しいことはな

いはずです。子どもが困った時に、親がするべき最低限の援助だけですむのです。本来の

子育てのあるべき姿をもう一度じっくりと考えてみてください。 

 

 

［モンテッソーリの５分野］ 

 

 

モンテッソーリ教育には大きくわけて

５つの分野が存在します。 

それは全ての土台となる「日常生活の

練習」。全ての教育の基礎となり、知性の

働きをより覚醒することが出来る「感覚

教育」。これらによって覚醒された知性を

さらに伸ばしていける知的教育分野の

「言語教育」「算数教育」「文化教育」で

す。 

 

これらは全てしつこいようですが、子どもの今ある姿を前にして、子どもに与えられて

いく活動になり、頭上からの教え込みではありません。子どもが今何の敏感期にあるのか

をしっかりと見取り、環境を整えていくことが大切になります。 

そして、これらの分野はそれぞれが孤立していたり、同じ分野の中での活動がそれぞれ

独立しているものではありません。全てが次の何かへと「鉤の手の原理」でつながってい

るのです。 

 

 

●日常生活の練習 

 

子どもが自立していくためにでてくる爆発的なエネルギーである「運動の敏感期」に対

応する活動分野です。 

運動（動き）は日常の生活にちりばめられており、そ

れらを実際の生活から抜き出して練習していきます。最終

的には実生活に還元されていくものです。 

 



実際の生活ではいろいろな運動（動き）が複雑に絡まってい

たり、大人用の道具では大きすぎて子どもが動きそのものを獲

得しにくかったり…そんなときに本物で、子どもに合うサイズ

に出来ている用具を使って、様々な運動の獲得をしていきます。 

 

子どもは見たり聞いたりしただけでは出来るようにはなり

ません。幼児期の子どもの学びは感覚に訴えて、動きを通して

学んでいくのです。言葉での説明ではなく、実際にやってみて、

初めて出来るようになるのです。 

 

運動の敏感期は０歳から２歳半、

３歳くらいまでの無意識になんで

も吸収していく時期と、それ以降

の意識の芽えの時期とにわけられます。この違いによって同じ

「注ぐ」運動でも内容が異なってきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



●感覚教育 

  

感覚教育の目的は①感覚器官の洗練 ②感覚体験の整理 ③ものを考える方法の獲得 の

3 つにあります。 

 

「同じものが分かること（同一性＝Ｐペアリング）」 

「比較して順番にすること（順序性＝Ｇグレーディング）」 

「類別すること（集合＝Ｓソーティング）」 

 

モンテッソーリはこの３つを「知性」の働きと考えまし

た。感覚教具を通してこの 3 つの操作を行うことにより、

子どもの知性がより覚醒され、感覚教育以降の知的教育

分野へとつなげていこうと考えました。 

 

 子どもは｢大小・長短・太短・軽重・明暗・濃淡・質感｣など様々な概念を、自分の感覚

を使って体験することで、バランスの取れた五感の発達を目指します。自分自身の器官を

使うことで、これらの概念をしっかりととらえていくことで、物事への理解力や学び方そ

のものが深まっていきます。 

 

感覚の敏感期も運動の敏感期と同様に、０歳から２歳半～３歳くらいまでの無意識になん

でも吸収していく時期と、それ以降の意識の芽生えの時期とにわけられます。今まで自分

の中に経験として溜め込んできたもの整理して、さらに具体物（教具）を使って具体的に

理解し、やがては教具に頼る回数を減らし、すっかり具体物（教具）がない状態でも物事

を理解できるようになります。そして、最後には言葉という抽象的なものでも理解してい

けるようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



●言語教育（知的教育分野） 

 

子どもの言語発達は「名称（名詞）を知ることから始まり、性質に関す

る単語（形容詞）に移り、物の関係を表す単語（動詞・助詞）におよぶ」

と言われています。 

 

絵カード・文字カードなどそれぞれの発達

に即した教具を使い、ただ文字を書くだけの

お勉強とは違って「聞く・話す・読む・書く」

作業を通して語彙を豊かにすることを目指

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●算数教育（知的教育分野） 

 

「算数教育」も「感覚教育」を基礎としており、算数のお勉

強でよく想像される「教え主義」ではなく、感覚教育と同様に

子どもの手や指や体全体（触覚・視覚・聴覚など）を通して感

覚に訴えながら、子どもの中にある「数の敏感期」に対応して

いきます。  

  

具体的には、色・形・大きさ・重さ・手触りなどの感覚要素

を使い、今まで「数値化されない量（感覚的な量）」として感じ

ていたものから「数値化された量」へと移行していきます。系

統化された多くの教具や実質物を用いて、様々な量・数・重さ

などを体感しながら図形や数、重さ、物の数え方などを学んで

いきます。このように算数を体系的に学び、子どもが人格を形



成するために必要な論理的に思考する力・理解力・判断

力などを養うほか、知性を覚醒させることが最大の目的

となっています。 

 

 

 

 

 

●文化教育（知的教育分野） 

 

 子どもは自分を取り巻くすべての環境に興味・探究心を

持ちます。それは家庭や園の中にあるような身近なものか

ら、地域・国・世界・宇宙を通してすべてのことが含まれ

ます。 

 

歴史や地理、天文、地学、植物に関すること、生物に関

すること、科学など、さまざまな学問の初歩に触れていく

うちに自分の好きな物事に出会う喜びを知り、また、世界

の国名と国旗、地名と地図の一致などを通し、いろいろな

国や違った文化があることを意識できるようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

●まとめ 

 

これらをその子の持つ敏感期にあわせて提示し、子どもたちが自

由に活動を選択し、集中していくことで「自己開発力」がより開花

し、子どもの持つ「自己教育力」によって豊かな人格が形成されて

いきます。モンテッソーリ教育の全活動を通して「学ぶとはどうい

うことか」を体験し、本当の「考える力」を身に付けた、自立した

人間へと成長していくのです。 

 

人間の発達は４段階あると言われています。そのうちの０歳から

６歳の第１段階に、まわりの大人が正しく接し、見えない部分の土

台作りをしっかりとしてあげることで、先の人生が豊かなものにな

っていくのです。 
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